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落
花
游
魚
図
　
劉
寀
か
ら
惲
寿
平
へ
、
そ
し
て
椿
椿
山
へ

宮
　
崎
　
法
　
子

一
、
劉
寀
「
落
花
游
魚
図
巻
」

セ
ン
ト
ル
イ
ス
美
術
館
所
蔵
の
「
落
花
游
魚
図
巻
」（
図
１
）
は
、
宋
代
絵
画
が

到
達
し
た
水
墨
に
よ
る
写
生
的
描
写
の
高
み
を
今
日
に
伝
え
る
名
品
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。
北
宋
末
、
画
魚
で
有
名
だ
っ
た
劉
寀
の
作
と
さ
れ
る
が
、
落
款
印
章
は
な

い
。
絹
本
に
、
魚
は
水
墨
、
水
草
は
淡
彩
、
一
部
に
濃
彩
を
用
い
て
描
か
れ
た
、
天

地
二
六
・
四
㎝
、
長
さ
二
五
五
・
三
㎝
の
長
巻
で
あ
る
。

引
首
に
は
篆
書
の
大
字
で
「
落
花
游
魚
」
と
あ
る
（
図
１
上
）。「
文
彭
之
印
」

（
朱
文
方
印
）「
文
寿
承
氏
」（
朱
文
方
印
）
の
二
印
が
あ
り
、
明
の
文
彭
の
書
と
わ

か
る
。

作
品
の
伝
来
を
追
う
と
、
巻
頭
の
下
辺
に
司
印
が
あ
り
、
元
朝
か
ら
明
内
府
が
引

き
継
い
だ
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
清
初
の
所
蔵
家
梁
清
標
の
収
蔵
を
経
て

お
り
、
梁
清
標
の
多
く
の
鑑
蔵
印
と
と
も
に
、
そ
の
題
箋
「
北
宋　

劉
寀
落
花
游
魚　

蕉
林
珍
玩
」
が
引
首
の
前
に
改
装
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
清
内
府
に
入
り
、『
石

渠
宝
笈
』
初
編
（
御
書
房
）
に
著
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
無
款
だ
が
画
絹
・

画
法
か
ら
宋
以
後
の
作
で
は
あ
り
え
ず
、
旧
題
箋
に
劉
寀
作
と
あ
る
の
は
「
可
拠
」

（
信
頼
で
き
る
）
と
す
る1
。
現
在
の
題
箋
は
傅
申
氏
の
も
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら

跋
は
『
石
渠
宝
笈
』
に
も
記
載
が
な
く
、
一
切
残
っ
て
い
な
い
。
清
朝
内
府
か
ら
出

て
セ
ン
ト
ル
イ
ス
美
術
館
に
帰
し
た
経
緯
は
不
詳
で
あ
る
。

本
作
品
は
、
輪
郭
を
描
か
な
い
水
墨
没
骨
技
法
に
よ
っ
て
、
水
中
の
魚
影
の
な
め

ら
か
な
輪
郭
や
丸
み
、
存
在
感
や
躍
動
感
を
表
出
し
て
見
事
で
あ
る
（
図
４
）。
画

巻
の
巻
頭
上
部
に
は
、
濃
彩
で
桃
の
花
一
枝
が
精
緻
に
描
か
れ
て
お
り
（
図
３
）、

そ
の
枝
か
ら
水
面
に
落
ち
た
二
片
の
ピ
ン
ク
色
の
花
弁
に
、
細
長
く
し
な
や
か
な
姿

の
鰷
（
ハ
ヤ
）
が
渦
を
巻
く
よ
う
に
集
ま
る
様
を
描
い
て
い
る
（
図
２
）。
そ
れ
を

の
ぞ
き
込
む
よ
う
な
視
点
か
ら
、
や
が
て
水
中
の
魚
た
ち
を
水
平
視
す
る
よ
う
に
、

観
者
の
視
線
は
自
然
に
水
中
に
誘
導
さ
れ
て
い
く
。
巻
頭
上
隅
の
こ
の
桃
の
一
枝

と
、
後
半
の
画
面
上
端
近
く
に
、
緑
の
蓮
の
若
葉
が
濃
彩
で
描
か
れ
、
水
の
外
の
色

彩
に
満
ち
た
ポ
リ
ク
ロ
ー
ム
の
世
界
が
表
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
水
中
の
ハ
ヤ
や
フ

ナ
、
メ
ダ
カ
、
ナ
マ
ズ
、
テ
ナ
ガ
エ
ビ
な
ど
の
様
々
な
淡
水
の
魚
や
生
き
物
た
ち

と
、
揺
れ
る
水
草
は
、
水
墨
に
、
僅
か
に
淡
彩
を
交
え
た
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
世
界
と

し
て
対
比
さ
れ
る
。
た
だ
、
画
巻
後
半
に
は
、
朱
色
の
フ
ナ
（
或
い
は
鯉
）
が
数

匹
、
や
は
り
没
骨
で
描
か
れ
、
水
中
の
世
界
に
も
彩
り
を
添
え
て
い
る
。

こ
の
作
品
（
以
下
、
本
論
で
は
セ
ン
ト
ル
イ
ス
本
と
呼
ぶ
）
の
他
に
も
、
南
宋
の

范
安
仁
作
と
さ
れ
る
絹
本
の
「
魚
藻
図
巻
」（
図
５
）
が
台
北
故
宮
に
所
蔵
さ
れ
る

が
、
そ
れ
は
旋
回
す
る
ハ
ヤ
の
三
つ
の
群
れ
を
描
く
も
の
で
、
こ
の
セ
ン
ト
ル
イ
ス

本
と
比
較
す
る
と
描
写
は
平
板
で
奥
行
き
も
表
出
さ
れ
ず
、
時
代
は
か
な
り
下
る
と
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判
断
さ
れ
る
。
ま
た
、
未
見
で
あ
る
が
イ
ン
デ
ア
ナ
ポ
リ
ス
美
術
館
に
も
、
明
代
の

絹
本
墨
画
一
部
着
色
の
「
魚
楽
図
巻
」
の
長
巻
が
所
蔵
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
紙
本
の
作
品
と
し
て
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
所
蔵
の
元
代
の
周
東

卿
作
と
さ
れ
る
、
淡
墨
と
ご
く
淡
い
彩
色
が
美
し
い
「
魚
楽
図
巻
」
が
知
ら
れ
て
お

り
、
台
北
の
故
宮
に
も
、
紙
本
淡
彩
の
劉
寀
の
伝
を
も
つ
「
群
魚
戯
荇
図
巻
」
が
あ

る
。
後
者
は
か
な
り
形
式
化
し
た
描
写
で
、
時
代
は
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
の
周

東
卿
画
よ
り
も
か
な
り
下
が
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
本
の
「
落
花

游
魚
図
巻
」
以
外
、
そ
れ
ら
す
べ
て
の
画
巻
は
、
水
中
の
魚
類
を
描
く
も
の
で
、
巻

頭
の
落
花
の
場
面
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

他
に
、
册
頁
や
団
扇
に
細
長
い
ハ
ヤ
の
類
い
の
魚
と
藻
を
描
く
小
品
も
複
数
伝
わ

る
。
な
か
で
も
、
北
宋
の
趙
克
瓊
と
さ
れ
る
「
藻
魚
図
」
册
頁
（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

美
術
館
）（
図
６
）
は
、
描
写
は
よ
り
鋭
く
厳
し
い
宋
画
の
特
色
を
示
し
、
同
じ
く
宋

代
の
作
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
画
風
の
差
か
ら
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
本
と
は
別
の
画

家
の
も
の
で
、「
落
花
游
魚
図
巻
」
よ
り
も
時
代
が
上
が
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

画
史
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
水
墨
に
よ
る
画
魚
は
、
五
代
頃
か
ら
専
門

の
画
家
が
登
場
し
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
水
墨
画
の
発

展
と
軌
を
一
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
輪
郭
線
を
使
わ
な
い
没
骨
技
法
に
よ
っ
て
、
水

中
の
魚
の
輪
郭
を
自
然
に
し
か
も
明
確
に
表
出
す
る
高
度
な
表
現
は
、
水
墨
画
法
が

大
き
く
展
開
し
た
時
期
に
、
画
家
た
ち
に
よ
る
真
摯
な
試
み
の
結
果
獲
得
さ
れ
た
、

画
題
と
技
法
の
最
適
な
結
び
つ
き
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
没
骨
の
画
魚
は
、
文
人
た
ち
も
好
ん
で
描
い
た
が
、
古
来
魚
と
い
う

主
題
が
も
つ
吉
祥
性
か
ら
民
間
画
家
に
よ
る
定
番
の
吉
祥
図
に
も
と
り
入
れ
ら
れ
、

蓮
池
水
禽
図
や
草
虫
図
と
同
様
に
、
対
幅
の
吉
祥
画
と
し
て
、
毘
陵
（
現
在
の
常

州
）
画
の
一
主
題
と
し
て
描
き
継
が
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
作
例
と
し
て
、
明
の
蘿
謙

「
藻
魚
図
」（
高
野
山
金
剛
三
昧
院
）
の
よ
う
な
、
彩
色
の
花
鳥
を
添
え
た
対
幅
の
藻

魚
図
も
伝
わ
っ
て
い
る
（
図
７
）。
ま
た
、
元
代
の
頼
庵
作
と
さ
れ
る
単
幅
の
「
藻

魚
図
」（
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
）（
図
８
）
や
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の

「
双
鯉
図
」
の
波
間
に
飛
び
跳
ね
る
大
き
な
鯉
の
よ
う
に
、
明
ら
か
に
龍
門
の
鯉

（
出
世
）
と
結
び
つ
い
た
単
独
の
吉
祥
図
と
し
て
も
描
か
れ
た
。

二
、
劉
寀

「
落
花
游
魚
図
」
の
作
者
と
さ
れ
て
い
る
劉
寀
は
、
北
宋
末
に
画
魚
で
知
ら
れ
た

神
宗
朝
・
徽
宗
朝
の
文
臣
で
あ
っ
た
。
そ
の
伝
は
、
北
宋
末
、
徽
宗
朝
内
府
の
所
蔵

品
目
録
の
性
格
を
も
つ
『
宣
和
画
譜
』（
宣
和
庚
子
（
一
一
二
〇
）
の
序
）
巻
九
の

「
龍
魚
門
」
に
載
る
。

『
宣
和
画
譜
』
は
、
そ
れ
ま
で
の
画
史
と
は
違
い
、
画
題
に
よ
る
分
類
法
を
と
っ

て
い
る
が
、
そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
道
釈
、
人
物
、
宮
室
、
番
族
、
龍
魚
門
、
山
水

門
、
畜
獣
門
、
花
鳥
門
、
墨
竹
門
、
蔬
果
門
の
全
部
で
十
門
に
及
ぶ
。
旧
来
か
ら
の

道
釈
人
物
、
山
水
、
花
鳥
に
加
え
、
広
義
の
花
鳥
画
に
包
括
さ
れ
る
画
題
で
あ
る
龍

魚
、
畜
獣
、
墨
竹
、
蔬
果
の
四
門
が
別
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
宋
代
に
自

然
を
主
題
と
す
る
絵
画
が
大
き
く
発
展
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
な
か

で
も
龍
魚
は
、
全
体
の
四
番
目
、
山
水
よ
り
も
前
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ

れ
、
そ
の
時
代
、
画
題
と
し
て
の
龍
魚
の
重
要
性
が
伝
わ
る
。

そ
の
「
龍
魚
門
」
に
は
、
五
代
以
後
の
八
名
の
画
家
が
著
録
さ
れ
る
が
、
画
龍
で

有
名
な
董
羽
以
外
は
、
主
に
魚
を
得
意
と
す
る
画
家
で
あ
る
。
そ
の
最
後
に
載
る
劉

寀
は
、
若
い
頃
に
都
に
出
て
仕
官
せ
ず
自
由
気
ま
ま
に
詩
と
酒
三
昧
で
あ
っ
た
が
、

詩
に
優
れ
画
魚
を
善
く
し
た
。
有
力
者
の
食
客
と
な
り
、
雪
に
降
り
込
め
ら
れ
た
際

に
、
上
奏
文
を
し
た
た
め
、
そ
れ
が
神
宗
皇
帝
の
目
に
と
ま
り
評
価
さ
れ
、
文
官
と
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な
っ
た
。
州
県
の
役
人
を
歴
任
し
、
今
（
宣
和
朝
）
は
朝
奉
郎
（
中
央
官
の
意
か
）

で
あ
る
と
い
う２
。
つ
ま
り
、
宣
和
朝
の
同
時
代
人
で
あ
り
、
科
挙
を
経
た
文
官
で
は

な
い
が
、
そ
の
才
覚
に
よ
っ
て
抜
擢
さ
れ
て
文
臣
と
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
人
と
な

り
や
文
臣
に
な
る
ま
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
真
偽
は
確
認
で
き
な
い
が
、『
宣
和
画

譜
』
の
成
書
と
同
時
代
人
で
あ
り
、
し
か
も
官
に
関
わ
る
人
物
の
記
事
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
根
拠
の
な
い
話
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
特
に
、
宣
和
内
府
に
所
蔵
さ
れ
た
三
〇

点
の
劉
寀
画
（
な
か
に
、「
落
花
游
魚
図
」
一
も
著
録
さ
れ
て
い
る
）
は
間
違
い
な

い
作
品
と
考
え
ら
れ
、
作
風
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
評
も
、
信
憑
性
が
高
い
と
考
え

ら
れ
る
。

（
劉
寀
の
画
魚
は
）
の
び
の
び
と
浮
き
沈
ん
で
戯
れ
、
江
湖
を
忘
れ
る
意
（
筆

者
注
：
魚
は
世
事
を
忘
れ
る
賢
人
の
境
地
に
喩
え
ら
れ
る
）
を
よ
く
表
し
て
い

る
。
魚
を
描
く
と
き
、
鱗
や
尾
ひ
れ
な
ど
を
は
っ
き
り
見
分
け
ら
れ
る
の
は
水
か

ら
出
て
い
る
と
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
、
水
中
で
自
然
に
泳
ぐ
魚
の
姿
を
捉
え

た
と
は
い
え
な
い
。
逆
に
、
水
中
に
い
る
と
き
の
魚
の
姿
は
は
っ
き
り
と
見
る
こ

と
が
出
来
な
い
。
だ
が
、
劉
寀
の
魚
は
そ
れ
が
出
来
て
い
る
。
他
の
人
の
描
く
魚

は
み
な
、
鱗
が
水
か
ら
出
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
と
う
て
い
劉
寀
に
及

ば
な
い
。（
注
１
の
下
線
部
参
照
）

こ
こ
に
描
写
さ
れ
て
い
る
劉
寀
の
画
魚
は
、
水
中
の
魚
影
を
正
確
精
緻
に
、
し
か

も
生
き
生
き
と
泳
ぐ
姿
を
再
現
し
た
も
の
で
、
そ
れ
ま
で
誰
も
そ
の
よ
う
に
は
描
け

な
か
っ
た
と
、
当
時
の
人
々
の
目
に
は
映
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。　

セ
ン
ト
ル
イ
ス
本
「
落
花
游
魚
図
巻
」
は
、『
宣
和
画
譜
』
の
こ
の
記
事
通
り
の

出
来
映
え
を
見
せ
、
劉
寀
作
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
頷
け
る
。
た
だ
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス

本
の
桃
の
花
に
見
ら
れ
る
緻
密
な
濃
彩
の
花
の
描
写
法
や
、
非
常
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

さ
れ
た
緻
密
な
描
法
は
、
劉
寀
の
伝
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
自
由
な
文
人
的
画
境
と
い

う
よ
り
、
宮
廷
画
家
の
精
緻
な
花
鳥
画
技
法
を
思
わ
せ
る
。
し
か
も
、
現
在
伝
わ
る

「
徽
宗
画
」
と
さ
れ
る
（
実
際
は
当
時
の
画
院
画
家
の
手
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
）

花
鳥
図
に
見
ら
れ
る
徽
宗
画
院
の
目
指
し
た
、
細
緻
で
或
る
種
の
厳
し
さ
を
も
つ
緊

張
感
の
あ
る
描
写
に
比
べ
て
、
少
し
緩
や
か
な
感
覚
が
見
ら
れ
る
た
め
、
私
見
で

は
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
本
は
、
南
宋
初
期
の
宮
廷
画
の
様
式
に
近
い
よ
う
に
感
じ
る

が
、
北
宋
の
宮
廷
画
家
以
外
の
花
鳥
画
も
現
存
せ
ず
、
比
較
作
品
も
な
い
た
め
、
も

と
よ
り
推
測
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。

た
だ
、
画
魚
と
い
え
ば
劉
寀
と
い
う
見
方
は
、
後
の
明
代
の
文
人
に
も
共
有
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
、『
石
渠
宝
笈
』
続
編
に
載
録
さ
れ
た
劉
寀
の
「
春
溪
魚
藻
図
」
册

頁
へ
の
明
の
姚
綬
（
一
四
六
四
年
の
進
士
）
の
跋
か
ら
も
窺
え
る
。「
唐
の
画
家
に

は
魚
の
絵
は
な
く
、
宋
の
劉
寀
が
始
め
て
そ
の
才
能
で
名
を
な
し
た
。
ほ
と
ん
ど
破

天
荒
な
も
の
で
、
画
家
と
い
う
の
は
た
だ
人
に
神
（
精
神
）
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、

物
に
も
ま
た
神
が
あ
る
か
の
よ
う
（
に
描
く
）。
そ
の
草
々
と
し
た
筆
使
い
を
見
る

と
、
一
種
泳
ぐ
よ
う
に
し
て
自
然
に
そ
の
趣
を
得
て
お
り
、
あ
た
か
も
生
け
る
が
ご

と
く
、
技
そ
の
も
の
が
「
道
」
で
あ
る
云
々
」３

と
い
う
。
こ
こ
に
示
さ
れ
た
劉
寀
の

画
風
は
本
作
の
よ
う
な
精
緻
な
も
の
で
は
な
く
、
明
の
宣
徳
朝
（
一
四
二
六
―
三

五
）
の
宮
廷
画
家
孫
隆
の
没
骨
画
風
を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
画
魚
の
画
家
と
し
て
の
劉
寀
の
名
声
は
後
世
ま
で
鳴
り
響
き
、

多
く
の
画
魚
の
作
品
が
、
劉
寀
の
名
の
下
に
収
斂
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ

ろ
う
。
セ
ン
ト
ル
イ
ス
本
が
、
劉
寀
の
真
筆
で
あ
る
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
今
日

伝
わ
る
、
自
然
を
題
材
に
し
た
中
国
絵
画
の
最
上
の
も
の
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
疑

い
な
い
。
本
論
で
は
、
こ
の
作
品
の
作
者
や
正
確
な
制
作
時
期
に
は
、
こ
れ
以
上
こ

だ
わ
ら
ず
、「
落
花
游
魚
」
の
画
題
と
本
作
に
見
ら
れ
る
図
様
の
後
世
へ
の
継
承
に

つ
い
て
述
べ
、
最
近
目
に
し
た
そ
の
日
本
へ
の
伝
播
に
つ
い
て
も
い
さ
さ
か
書
き
留

め
て
お
き
た
い
。
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三
、
文
人
画
題
と
し
て
の
落
花
游
魚
図

「
落
花
游
魚
」
と
い
う
画
題
は
、
上
述
の
よ
う
に
、『
宣
和
画
譜
』
巻
九
「
龍
魚

門
」
に
劉
寀
画
と
し
て
一
点
著
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
花
鳥
門
に
も
南
唐
の
徐
煕

の
「
落
花
游
魚
図
」
が
一
点
著
録
さ
れ
る
。
時
期
的
に
は
、
十
世
紀
の
徐
煕
の
方

が
、
十
二
世
紀
初
の
徽
宗
朝
の
文
臣
劉
寀
よ
り
百
年
余
り
も
古
く
に
遡
る
こ
と
に
な

る
。五

代
南
唐
の
画
家
徐
煕
は
、「
志
節
高
邁
、
放
達
不
羈
（
物
事
に
こ
だ
わ
ら
ず
自

由
気
ま
ま
）」
で
、「
汀
花
野
竹
、
水
鳥
淵
魚
」
を
描
く
と
い
わ
れ
る
（
郭
若
虚
『
図

画
見
聞
誌
』
巻
一
「
論
黃
徐
体
異
」）。
一
方
、
ラ
イ
バ
ル
と
目
さ
れ
て
い
る
黄
氏

は
、
五
代
蜀
の
宮
廷
画
家
か
ら
、
北
宋
に
下
り
北
宋
画
院
の
花
鳥
画
を
リ
ー
ド
す
る

こ
と
な
っ
た
。
そ
の
画
風
は
「
富
貴
」
と
称
さ
れ
、
徐
氏
の
「
野
逸
」
と
い
う
評
と

対
照
的
で
あ
る
。
こ
の
評
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
す
で
に
宋
代
か
ら
、
文
人
た
ち

は
徐
氏
の
画
風
、
す
な
わ
ち
徐
氏
体
を
評
価
し
て
い
た
。
北
宋
末
の
米
芾
も
『
画

史
』
の
な
か
で
「
黄
筌
は
俗
で
あ
り
収
蔵
す
る
に
及
ば
な
い
。」「
そ
の
画
は
た
や
す

く
模
写
で
き
る
が
、
徐
煕
画
は
模
写
で
き
な
い
」
な
ど
と
述
べ
て
い
る４
。
こ
の
よ
う

な
評
と
、『
宣
和
画
譜
』
に
お
け
る
劉
寀
の
自
由
人
的
な
性
格
や
文
臣
で
あ
る
こ
と

の
強
調
は
、
同
様
の
文
人
的
な
価
値
判
断
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
画
魚

を
、
専
門
画
家
で
は
な
く
文
人
系
の
画
題
と
見
よ
う
と
す
る
傾
向
が
存
在
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

『
宣
和
画
譜
』
の
龍
魚
門
の
龍
魚
叙
に
も
、
冒
頭
に
『
詩
経
』「
魚
藻
」
を
引
い

て
、「（
そ
れ
は
）
深
く
遊
び
広
く
泳
ぎ
、
江
湖
（
世
間
）
を
忘
れ
る
こ
と
の
言
い

で
、
こ
れ
を
到
達
す
る
こ
と
が
難
し
い
賢
者
に
喩
え
る
」５

と
、
そ
の
儒
教
的
解
釈
を

最
初
に
述
べ
て
い
る
。

一
方
、
魚
は
道
家
の
画
題
で
も
あ
っ
た
。『
荘
子
』（
秋
水
篇
）
に
、
荘
子
と
恵
施

が
、
濠
の
ほ
と
り
で
水
面
近
く
で
泳
い
で
い
る
鰷
魚
（
ハ
ヤ
）
を
見
て
、
荘
子
が

「
見
て
ご
ら
ん
、
魚
が
と
て
も
楽
し
そ
う
だ
。」
と
い
っ
た
の
に
対
し
て
、
恵
施
（
恵

子
）
が
「
君
は
魚
で
も
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
魚
が
楽
し
い
と
分
か
る
の
か
（
分
か

ら
な
い
は
ず
だ
）」
と
言
っ
て
続
く
問
答
で
あ
る６
。
魚
楽
の
語
は
こ
こ
に
起
因
す

る
。
荘
子
と
恵
施
が
見
て
い
た
鰷
魚
（
ハ
ヤ
）
は
、「
落
花
游
魚
図
」
を
は
じ
め
多

く
の
藻
魚
図
に
必
ず
描
か
れ
て
い
る
細
長
い
魚
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

な
お
、
実
物
の
鰷
（
ハ
ヤ
）
は
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
本
（
図
４
）
や
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
美
術
館
本
（
図
６
）
な
ど
の
宋
画
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
な
、
長
い
魚
体
や
尾
ひ

れ
を
ゆ
っ
た
り
と
く
ね
ら
せ
悠
揚
と
泳
ぐ
印
象
と
は
違
っ
て
、
体
長
も
数
セ
ン
チ
で

尾
ひ
れ
も
短
い
、
俊
敏
な
小
魚
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
は
、
李
迪
の
「
紅
白
芙

蓉
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
）
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
実
際
よ
り
大
き
く
豪
華
な

芙
蓉
の
花
を
精
緻
に
描
い
て
、
そ
の
質
感
と
生
命
を
伝
え
る
一
種
の
理
想
化
さ
れ
た

宋
代
院
体
の
「
写
生
」
描
写
に
通
ず
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
て
、「
落
花
游
魚
」
に
話
を
戻
す
と
、
元
の
趙
孟
頫
（
一
二
五
四
―
一
三
二

二
）
も
こ
の
主
題
の
作
品
を
描
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
残
念
な
が
ら
作
品
は
現

存
し
て
い
な
い
が
、『
汪
氏
珊
瑚
網
』
巻
八
の
「
古
今
名
画
題
跋
」（『
中
国
書
画
全

書
』
第
五
册　

上
海
書
画
出
版
社　

一
九
九
二
年
所
収
本
に
よ
る
）
や
『
大
観
録
』

巻
一
六
（
同
上
『
書
画
全
書
』
第
八
册
）
な
ど
に
著
録
さ
れ
、
明
末
か
ら
清
初
に
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
た
作
品
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

趙
孟
頫
の
款
識
に
は
、「
延
祐
三
年
（
一
三
一
六
）
二
月
六
日７
、
春
雨
が
晴
れ
、

流
れ
の
水
の
色
が
美
し
か
っ
た
の
で
、
興
に
乗
っ
て
、「
落
（
花
）
游
魚
図
」
を
作

り
、
そ
の
上
に
詩
を
賦
し
た
。
特
に
清
ら
か
な
心
持
で
あ
る
。」
と
記
す
。
七
言
の

題
詩
は
「
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
水
は
濃
い
緑
に
染
ま
り
、
風
が
吹
き
花
を
散
ら
す
春

が
何
度
や
っ
て
き
た
こ
と
だ
ろ
う
。
今
ま
た
、
頭
（
か
み
）
が
白
く
な
っ
て
、
か
つ
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て
住
ん
だ
館
の
池
に
帰
り
、
の
ど
か
に
魚
が
白
い
波
を
立
て
て
泳
ぐ
の
を
眺
め
て
い

る
」（
溶
溶
緑
水
濃
如
染
、
風
送
落
花
春
㡬
多
。
頭
白
歸
來
旧
池
館
、
閒
看
魚
泳
白

漚
波
）
と
詠
む
。
趙
孟
頫
は
こ
の
と
き
、
六
三
歳
、
そ
の
三
年
前
に
仁
宗
の
招
き
に

応
え
て
、
夫
人
と
と
も
に
再
び
故
郷
の
江
南
か
ら
北
京
に
上
っ
て
い
た
。
こ
の
絵

は
、
同
郷
の
友
人
の
崔
晋
が
訪
ね
て
き
た
の
で
描
い
た
も
の
と
任
道
斌
『
趙
孟
頫
系

年
』（
河
南
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
四
年
、
一
七
〇
頁
）
に
い
う
が
、
崔
晋
の

訪
問
の
根
拠
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
晩
年
、
都
に
戻
っ
て
の
宮
仕
え
だ
が
、
今
回

は
中
国
文
化
に
造
詣
の
深
い
仁
宗
の
招
き
に
応
じ
て
の
出
仕
で
あ
り
、
前
回
の
よ
う

に
緊
張
を
強
い
ら
れ
る
出
仕
と
は
違
っ
て
い
た
。
詩
か
ら
も
当
時
の
平
穏
な
心
情
が

窺
え
る
が
、
た
だ
、
こ
の
詩
は
現
行
の
『
趙
孟
頫
集
』
に
は
未
載
で
あ
る
。

『
大
観
録
』（
巻
十
六
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
作
品
は
絹
本
画
で
、
高
さ
三
尺
一
寸
、

横
一
尺
二
寸
（
明
尺
に
よ
っ
て
換
算
す
る
と
一
〇
五
・
四
㎝
×
四
〇
・
八
㎝
）
で
、

「
花
が
浮
か
ん
で
漂
い
、
晴
れ
た
日
の
波
間
で
泳
ぐ
魚
が
そ
れ
を
つ
い
ば
ん
で
い

る
。
巧
み
に
色
を
点
じ
、
す
べ
て
、
自
然
に
手
が
生
き
生
き
動
く
ま
ま
に
、
即
興
的

に
触
れ
る
よ
う
に
し
て
成
っ
た
も
の
だ
」（
花
漾
晴
波
游
魚
唼
喋
、
点
染
之
妙
、
都

是
天
機
活
趣
、
洵
偶
触
而
成
者
）
と
い
う
。
趙
孟
頫
の
「
落
花
游
魚
図
」
は
、
絹
本

の
淡
彩
画
で
、
桃
の
花
の
紅
の
彩
色
が
効
果
的
に
軽
く
点
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

よ
う
だ
。
趙
孟
頫
の
作
品
と
し
て
は
比
較
的
大
き
な
絹
本
画
で
は
あ
る
が
、
作
り
込

ま
れ
た
画
風
で
は
な
く
即
興
的
な
画
風
で
あ
っ
た
と
窺
え
る
。

こ
の
趙
孟
頫
の
「
落
花
游
魚
図
」
か
ら
十
年
余
り
、
鑑
蔵
家
の
湯

は
、
彼
が
観

た
劉
寀
の
「
落
花
游
魚
図
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
す
。「
五
代
の
画
魚
で
知
ら

れ
た
画
家
た
ち
の
作
品
は
ど
れ
も
、
ま
な
板
と
包
丁
の
間
に
置
か
れ
た
魚
の
よ
う

で
、
せ
い
ぜ
い
食
材
と
し
て
の
興
味
を
引
く
程
度
で
あ
る
が
、
文
臣
劉
寀
の
画
は
、

水
中
の
魚
が
、
風
に
揺
れ
る
浮
き
草
の
間
を
泳
ぎ
、
そ
の
鱗
や
尾
ひ
れ
の
様
子
、
旋

回
し
泳
ぐ
様
が
、
み
な
非
常
に
巧
み
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
見
た
劉
寀
の
画

の
な
か
で
、
最
近
見
た
落
花
游
魚
図
は
、
紅
色
の
桃
一
枝
が
花
を
数
片
飛
ば
し
て
、

一
匹
の
赤
い
鯉
が
小
さ
な
波
を
立
て
て
泳
ぎ
、
落
ち
た
花
び
ら
を
揺
ら
し
て
い
る
、

そ
れ
は
深
く
詩
人
の
意
を
得
た
も
の
で
あ
る
」
と
い
う８
。

湯

は
鎮
江
に
住
ん
だ
が
、
天
暦
元
年
（
一
三
二
八
）
に
は
北
京
で
柯
九
思
と
画

に
つ
い
て
論
じ
て
『
画
鑑
』
を
著
し
た
。『
画
鑑
』
に
は
北
京
で
観
た
と
思
わ
れ
る

作
品
も
載
っ
て
い
る
。
湯

は
劉
寀
画
以
外
の
游
魚
図
も
観
て
い
た
が
、
特
に
最
近

観
た
「
落
花
游
魚
図
」
を
取
り
上
げ
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。
趙
孟
頫
の
「
落
花
游

魚
図
」
か
ら
、
湯

の
『
画
鑑
』
の
記
事
が
書
か
れ
る
ま
で
十
年
ほ
ど
の
違
い
し
か

な
い
。
趙
孟
頫
も
、
北
京
か
江
南
で
、
湯

が
見
た
よ
う
な
「
落
花
游
魚
図
」
を
見

て
い
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
湯

の
観
た
劉
寀
の
「
落
花
游
魚

図
」
の
游
魚
は
、
赤
い
鯉
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
セ
ン
ト
ル
イ

ス
本
の
後
半
に
描
か
れ
て
い
る
赤
い
魚
を
思
わ
せ
る
が
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
本
の
巻
頭

の
落
花
游
魚
の
場
面
に
は
、『
荘
子
』
に
登
場
す
る
細
長
い
ハ
ヤ
が
描
か
れ
て
い

た
。
そ
し
て
、
宋
代
と
さ
れ
る
册
頁
の
藻
魚
図
や
こ
れ
か
ら
取
り
上
げ
る
惲
寿
平
の

「
落
花
游
魚
図
」
は
、
み
な
『
荘
子
』
の
ハ
ヤ
で
あ
る
。
荘
子
の
故
事
は
、
元
の
湯

が
観
た
赤
い
鯉
を
描
い
た
「
劉
寀
画
落
花
游
魚
図
」
と
は
結
び
つ
か
な
い
。
残
念

な
が
ら
趙
孟
頫
の
「
落
花
游
魚
図
」
に
描
か
れ
た
魚
が
『
荘
子
』
を
連
想
さ
せ
る
ハ

ヤ
だ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
湯

の
見
た
よ
う
な
、
そ
れ
と
は
別
の
魚
だ
っ
た
か

は
、
題
詩
や
上
記
の
著
録
の
記
事
か
ら
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

四
、
落
花
の
図
様
：
劉
寀
か
ら
惲
寿
平
へ　
　

図
様
の
継
承

さ
て
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
本
「
落
花
游
魚
図
巻
」
の
巻
頭
部
分
は
、
水
面
に
落
ち
た

桃
の
花
び
ら
に
、『
荘
子
』
に
関
連
す
る
鰷
魚
（
ハ
ヤ
）
が
何
匹
も
集
ま
り
、
流
れ
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る
よ
う
に
旋
回
し
、
画
巻
の
見
所
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ハ
ヤ
が
旋
回
す
る

様
子
は
様
々
に
描
か
れ
て
お
り
、
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
所
蔵
の
、
元
の

頼
庵
作
と
さ
れ
る
絹
本
墨
画
の
「
藻
魚
図
」
に
も
、
悠
然
と
泳
ぐ
大
き
な
鯉
の
右
上

に
旋
回
す
る
ハ
ヤ
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
８
）。
た
だ
、
魚
の
数
は
少
な
く
、
花
で

は
な
く
菱
に
集
ま
る
様
子
が
描
か
れ
る
。
水
面
に
散
っ
た
桃
の
花
び
ら
に
集
ま
る

「
落
花
游
魚
」
の
図
は
、
少
な
く
と
も
冒
頭
で
言
及
し
た
現
存
す
る
他
の
藻
魚
図
や

魚
楽
図
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
文
献
に
見
え
る
趙
孟
頫
の
「
落
花
游
魚
図
」
は
絹

本
着
色
の
掛
幅
画
だ
っ
た
が
、
湯

が
見
た
劉
寀
の
「
落
花
游
魚
図
」
も
単
独
の
掛

幅
画
だ
っ
た
よ
う
で
も
あ
る
。
ま
た
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
本
巻
頭
の
、
落
花
游
魚
の
魚

群
は
、
そ
の
す
ぐ
あ
と
に
描
か
れ
る
魚
よ
り
も
、
小
さ
め
で
あ
る
。
こ
の
図
様
だ
け

別
の
独
立
し
た
も
の
を
こ
こ
に
は
め
込
ん
だ
よ
う
に
さ
え
見
え
る
。
そ
の
よ
う
に
考

え
る
と
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
本
の
よ
う
な
、
画
巻
に
巧
み
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
落
花
游

魚
主
題
以
外
に
も
、
単
独
の
落
花
游
魚
図
の
掛
幅
作
品
が
、
数
多
く
存
在
し
て
い
た

可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
こ
の
セ
ン
ト
ル
イ
ス
本
の
冒
頭
の
落
花
に

集
ま
り
旋
回
す
る
ハ
ヤ
の
図
様
は
、
五
百
年
の
時
を
超
え
て
清
の
惲
寿
平
（
一
六
三

三
―
九
〇
の
「
落
花
游
魚
図
」（
紙
本
淡
彩
、
縦
六
六
㎝
、
横
三
三
㎝
の
掛
幅
）（
上

海
博
物
館
）（
図
９
）
に
受
け
継
が
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

惲
寿
平
の
「
落
花
游
魚
図
」
は
、
惲
寿
平
画
の
代
表
作
と
し
て
知
ら
れ
、
美
し
い

淡
彩
の
没
骨
画
で
水
草
の
間
に
伸
び
や
か
に
泳
ぐ
魚
を
描
い
て
い
る
。
画
中
に
「
菰

の
葉
の
翠
は
、
藻
の
影
の
青
と
と
も
に
映
え
て
可
憐
で
あ
る
。
ハ
ヤ
が
そ
の
間
を
自

由
に
泳
ぎ
回
っ
て
い
る
。
願
わ
く
ば
恵
子
（
荘
子
と
対
話
を
し
た
恵
施
）
が
こ
こ
に

い
て
私
と
一
緒
に
、
濠
の
上
か
ら
こ
れ
を
観
た
い
も
の
だ
」
と
自
詩
を
題
し
、
続
け

て
、「
乙
卯
（
一
六
七
五
）
に
、
私
は
湖
濱
に
旅
し
た
。
緑
の
堤
と
花
咲
く
岸
、
蒲

の
水
辺
と
荻
の
港
（
に
心
惹
か
れ
）、
こ
の
図
を
戯
れ
に
作
っ
た
。
ほ
ぼ
宋
人
劉
寀

の
遺
法
を
得
て
い
る
だ
ろ
う
。」
と
記
す９

董
其
昌
に
連
な
る
正
統
派
の
画
家
と
し
て
、
惲
寿
平
の
作
品
は
常
に
倣
古
の
形
を

と
る
が
、
こ
の
作
品
は
劉
寀
の
遺
法
を
踏
襲
す
る
と
い
う
。
ま
た
、
題
詩
は
荘
子
と

恵
子
の
対
話
を
ふ
ま
え
る
が
、
落
花
游
魚
の
主
題
に
関
す
る
こ
と
は
何
も
言
及
し
て

い
な
い
。

魚
は
淡
墨
で
、
水
面
に
落
ち
る
花
び
ら
と
、
水
面
の
睡
蓮
の
葉
（
葉
の
一
部
が
切

れ
込
ん
で
い
る
の
で
蓮
の
葉
で
は
な
く
睡
蓮
の
葉
と
思
わ
れ
る
）
や
浮
草
、
ゆ
れ
る

金
魚
藻
や
手
前
に
は
淡
く
変
化
す
る
色
調
の
藻
が
広
が
っ
て
い
る
。
す
べ
て
、
透
明

度
の
高
い
デ
リ
ケ
ー
ト
な
淡
彩
を
使
っ
て
没
骨
画
法
で
描
か
れ
て
お
り
、
線
は
用
い

な
く
て
も
輪
郭
が
比
較
的
明
確
に
描
出
さ
れ
る
、
他
の
惲
寿
平
の
没
骨
花
卉
図
な
ど

と
は
異
な
り
、
淡
彩
の
自
然
な
広
が
り
が
そ
の
ま
ま
葉
や
浮
き
草
の
形
に
な
っ
た
よ

う
な
画
風
で
あ
る
。
一
般
に
、
惲
寿
平
画
は
、
初
期
の
艶
麗
さ
か
ら
、
晩
年
に
は
淡

雅
な
趣
が
強
く
な
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
作
品
は
、
晩
年
の
描
法
や
彩
色
を
思

わ
せ
る
が
、
比
較
的
初
期
の
一
六
七
五
年
の
作
で
あ
る
。
花
卉
図
と
は
違
っ
て
、
水

中
の
景
を
描
く
藻
魚
図
に
は
、
意
図
的
に
こ
の
よ
う
な
画
法
を
用
い
て
描
い
た
可
能

性
が
高
い
。

先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
藻
魚
図
は
、
民
間
の
吉
祥
画
と
し
て
草
虫
図
や
蓮
池
図

と
と
も
に
、
毘
陵
地
方
で
宋
以
来
制
作
さ
れ
て
き
た
。
惲
寿
平
の
出
身
地
武
進
（
現

在
の
常
州
）
は
、
か
つ
て
の
毘
陵
の
地
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
絵
画
の
伝
統
を
、
惲

寿
平
も
受
け
継
い
で
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
惲
寿
平
以
前
で
は
、
先
に
も
触
れ

た
明
の
宣
徳
朝
の
宮
廷
画
家
孫
隆
も
毘
陵
出
身
で
あ
り
、
毘
陵
画
的
な
藻
魚
、
蓮

池
、
草
虫
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
彩
色
の
没
骨
画
で
知
ら
れ
て
い
た
。

惲
寿
平
の
藻
魚
図
と
し
て
は
、
こ
の
他
に
も
、
一
六
八
七
年
作
の
『
花
卉
画
册
』

中
の
范
安
仁
に
倣
う
と
記
す
淡
彩
の
「
藻
魚
図
」（
北
京
故
宮
）（
図
10
）
や
年
紀
の

な
い
『
花
鳥
册
』（
北
京
故
宮
）
中
の
水
墨
の
「
藻
魚
図
」（
図
11
）
が
あ
り
、
ま

た
、
掛
幅
と
し
て
は
、
水
辺
の
蘆
や
蓼
花
と
水
中
の
魚
藻
を
淡
彩
没
骨
で
描
い
た
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「
蓼
汀
魚
藻
図
」（
北
京
故
宮
）
な
ど
が
知
ら
れ
る
。

一
幅
の
掛
幅
作
品
で
あ
る
上
海
本
の
「
落
花
游
魚
図
」
の
図
様
は
、
今
は
伝
わ
ら

な
い
絹
本
の
趙
孟
頫
の
「
落
花
游
魚
図
」
と
関
連
が
あ
っ
た
の
か
。
題
識
で
惲
寿
平

は
趙
孟
頫
に
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
可
能
性
が

高
い
。
惲
寿
平
は
花
卉
図
を
描
く
際
に
は
、
多
く
徐
煕
や
徐
崇
嗣
に
倣
う
と
い
う

が
、
藻
魚
図
の
場
合
は
劉
寀
や
范
安
仁
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
も
と
も
と
董
其
昌
の

文
人
画
理
論
は
山
水
画
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
、
花
卉
図
や
藻
魚
図
な
ど
は
、
範

疇
に
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
文
人
の
花
卉
図
の
場
合
は
、
先
に
述
べ
た
よ

う
な
徐
煕
・
徐
崇
嗣
に
文
人
の
気
風
を
見
る
伝
統
が
あ
り
、
惲
寿
平
も
そ
れ
に
従
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
画
魚
を
描
く
画
家
と
し
て
、『
宣
和
画
譜
』
に
先
述

の
よ
う
な
伝
と
と
も
に
「
文
臣
劉
寀
」
と
し
て
載
る
劉
寀
は
、
文
人
画
家
が
典
故
と

す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
劉
寀
と
同
様
に
典
故
と
さ
れ
る
范

安
仁
も
、
南
宋
末
宝
祐
年
間
（
一
二
五
三
―
五
八
）
の
画
院
画
家
で
あ
り
な
が
ら

「
范
癪
子
」
と
俗
称
さ
れ
て
、
無
頼
派
的
性
格
が
強
調
さ
れ
て
い
る
点
（『
図
絵
宝

鑑
』
巻
四
）
で
、
文
人
好
み
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

さ
て
、
惲
寿
平
画
の
魚
の
描
写
を
見
る
と
、
尾
ひ
れ
が
長
く
淡
く
軽
や
か
で
あ

り
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
本
と
比
較
す
る
と
、
張
り
や
重
み
や
魚
の
滑
ら
か
な
質
感
の
表

出
、
と
そ
れ
に
よ
る
魚
の
存
在
感
は
希
薄
に
な
っ
て
、
い
か
に
も
儚
げ
で
あ
る
。
表

現
の
違
い
は
、
水
草
な
ど
に
も
現
れ
て
い
る
。
時
代
に
よ
る
描
写
の
違
い
は
歴
然
と

し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
惲
寿
平
は
、
図
様
と
し
て
は
劉
寀
画
を
継
承
し
て

い
る
。
図
様
を
具
体
的
に
確
認
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
本
の
冒
頭
、
右
下
に
、
桃
の
枝
か
ら
落
ち
た
花
び
ら
に
、

競
っ
て
、
重
な
る
よ
う
に
集
ま
る
細
く
小
さ
な
（
ハ
ヤ
）
の
群
れ
に
注
目
す
る
（
図

１-

４
）。
そ
の
部
分
の
ハ
ヤ
の
大
き
さ
は
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
左
に
続

い
て
い
る
も
っ
と
大
き
い
個
体
の
ハ
ヤ
の
群
れ
と
比
べ
て
、
明
ら
か
に
魚
体
が
小
さ

い
。
そ
れ
は
、
巻
頭
右
上
に
描
か
れ
た
桃
の
花
の
大
き
さ
と
比
べ
て
み
て
も
、
相
当

に
小
さ
め
で
あ
る
（
図
１
参
照
）。
桃
の
花
の
近
く
か
ら
、
水
面
に
集
ま
る
魚
を
の

ぞ
き
込
ん
で
い
る
か
ら
だ
ろ
う
か
。
本
来
、
水
面
に
浮
い
た
花
び
ら
に
集
ま
る
魚

は
、
水
中
の
魚
よ
り
か
は
大
き
く
見
え
る
は
ず
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の

落
花
游
魚
の
部
分
が
、
そ
の
左
に
続
い
て
い
く
水
中
の
游
魚
図
を
描
く
部
分
と
は
本

来
一
続
き
で
は
な
い
独
立
し
た
図
様
を
、
こ
こ
に
挿
入
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
。そ

し
て
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
の
劉
寀
の
「
落
花
游
魚
図
」
の
こ
の
部
分
（
図
12
）

は
、
惲
寿
平
の
「
落
花
游
魚
図
」
の
花
び
ら
に
集
ま
る
魚
群
の
形
態
と
ほ
ぼ
共
通
す

る
の
で
あ
る
（
図
13
）。
た
だ
、
惲
寿
平
画
の
方
が
、
魚
の
数
は
間
引
き
さ
れ
て
い

る
。
セ
ン
ト
ル
イ
ス
本
の
水
面
の
花
び
ら
か
ら
右
下
向
き
に
泳
ぎ
去
る
魚
二
匹
が
間

引
き
さ
れ
、
右
の
花
び
ら
を
く
わ
え
た
弓
な
り
の
魚
の
下
に
重
な
る
一
匹
と
、
左
の

花
び
ら
を
つ
い
ば
む
魚
の
下
を
左
上
向
き
に
通
過
す
る
一
匹
な
ど
が
描
か
れ
ず
、
劉

寀
画
で
過
剰
な
ほ
ど
に
集
ま
り
重
な
る
魚
が
、
惲
寿
平
画
で
は
整
理
省
略
さ
れ
、

さ
っ
ぱ
り
見
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
基
本
的
な
魚
群
の
構
成
を
成
り
立
た
せ

て
い
る
主
な
魚
の
形
と
組
み
合
わ
せ
方
は
明
ら
か
に
共
通
し
て
い
る
。
モ
チ
ー
フ
の

重
な
り
を
厭
わ
な
い
表
現
は
、
宋
の
人
物
画
に
見
ら
れ
る
特
色
の
一
つ
で
あ
り
、
後

世
に
は
受
け
継
が
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
改
変
も
そ
の
表
わ
れ
と
い
え
る
。

ま
た
、
惲
寿
平
画
で
、
そ
の
旋
回
す
る
魚
群
か
ら
少
し
離
れ
た
赤
い
花
弁
に
、
上

方
か
ら
悠
々
と
近
づ
く
、
真
上
か
ら
捉
え
た
大
き
な
魚
影
（
図
14
）
も
、
セ
ン
ト
ル

イ
ス
本
の
落
花
に
集
ま
る
魚
群
の
左
側
に
、
ひ
と
き
わ
目
立
つ
よ
う
に
大
き
く
描
か

れ
て
い
る
魚
（
図
12
）
が
、
そ
れ
と
全
く
同
じ
向
き
同
じ
形
態
で
あ
る
。

セ
ン
ト
ル
イ
ス
本
巻
頭
の
こ
の
落
花
に
集
ま
る
魚
群
と
、
そ
の
左
側
に
描
か
れ
た

一
匹
の
目
立
つ
魚
の
図
様
は
、
惲
寿
平
の
「
落
花
游
魚
図
」
へ
と
明
ら
か
な
継
承
が
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確
認
で
き
る
。
そ
れ
は
、
必
ず
し
も
惲
寿
平
が
セ
ン
ト
ル
イ
ス
本
を
直
接
見
た
こ
と

を
意
味
し
な
い
。
惲
寿
平
本
の
制
作
時
期
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
本
は
す
で
に
北
京
の
梁

清
標
の
も
と
に
あ
っ
て
江
南
に
は
な
か
っ
た
。
同
様
の
図
様
が
、
画
魚
の
な
か
で
繰

り
返
し
描
か
れ
、
そ
れ
を
惲
寿
平
が
参
照
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
残

念
な
こ
と
に
先
に
挙
げ
た
、
現
存
す
る
藻
魚
図
や
魚
楽
図
の
な
か
に
、
こ
れ
と
同
様

の
図
様
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
、
惲
寿
平
が
「
劉
寀
の
遺
法
」

と
自
ら
記
す
こ
と
か
ら
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
本
の
巻
頭
の
図
様
が
、
劉
寀
と
い
う
画
家

と
結
び
つ
く
形
で
、
惲
寿
平
の
頃
ま
で
伝
わ
り
、
惲
寿
平
が
そ
の
よ
う
な
「
劉
寀

画
」
を
見
て
写
し
学
ぶ
機
会
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
劉
寀
か
ら
惲
寿
平

に
至
る
ま
で
、
代
々
そ
の
図
様
が
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
現

状
で
は
未
詳
と
す
る
し
か
な
い
。

五
、
惲
寿
平
か
ら
椿
椿
山
の
「
魚
楽
図
」
へ

日
本
の
江
戸
時
代
の
絵
画
に
は
、
惲
寿
平
の
没
骨
写
生
の
花
卉
図
が
、
直
接
間
接

に
か
な
り
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
、
こ
れ
ま
で
、
田
能
村
竹
田
の
「
牡

丹
図
」（「
亦
復
一
楽
帖
」
第
12
図
、
寧
楽
美
術
館
）11

や
、
そ
の
他
の
日
本
の
南
画
や

円
山
派
の
作
品
を
見
て
、
漠
然
と
感
じ
て
い
た
。
惲
寿
平
自
身
は
、
正
統
派
の
画
家

で
あ
る
が
、
主
に
花
鳥
画
に
よ
っ
て
生
計
を
立
て
、
貧
し
い
ま
ま
亡
く
な
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
彼
の
死
後
、
そ
の
子
孫
の
女
性
画
家
惲
冰
や
弟
子
の
馬
元
馭

や
そ
の
娘
の
馬
荃
な
ど
、
女
性
画
家
を
含
む
多
く
の
弟
子
や
孫
弟
子
が
、
そ
の
画
風

を
受
け
継
い
で
画
家
と
し
て
活
躍
し
、
清
代
を
通
じ
て
花
鳥
画
の
一
系
譜
を
な
し
、

人
気
を
集
め
て
い
た
。
た
だ
、
そ
の
弟
子
た
ち
の
作
品
は
一
般
に
、
惲
寿
平
晩
年
の

画
風
よ
り
も
濃
彩
で
伝
統
画
風
に
近
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
今
後
は
、
惲
寿
平

の
弟
子
た
ち
と
そ
の
作
品
に
つ
い
て
の
調
査
や
、
近
代
以
前
に
日
本
に
ど
の
よ
う
な

「
惲
寿
平
」
作
品
が
伝
わ
っ
て
い
た
の
か
な
ど
、
多
方
面
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ

ろ
う
。

そ
ん
な
な
か
、
近
年
、
日
本
各
地
の
美
術
館
で
意
欲
的
な
展
覧
会
が
次
々
に
開
催

さ
れ
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
南
画
家
の
作
品
を
目
に
す
る
機
会
が

増
え
た
。
そ
こ
で
偶
然
目
に
し
た
日
本
の
作
品
で
、
惲
寿
平
画
の
影
響
が
指
摘
で
き

る
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
二
、
三
記
し
て
お
き
た
い
。

今
秋
、
秋
田
市
立
千
秋
美
術
館
の
「
絵
に
な
る
自
然
展
」（
二
〇
二
一
年
一
〇
月
〜

一
一
月
）
に
は
、
多
く
の
興
味
深
い
作
品
の
な
か
に
、
椿
椿
山
の
「
魚
楽
図
」
と

「
花
籠
図
」
が
展
示
さ
れ
て
い
た11
。

ま
ず
、
椿
椿
山
の
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
の
「
魚
楽
図
」（
上
野
記
念
館
）（
図

15
）
は
、
上
記
の
上
海
博
物
館
の
惲
寿
平
「
落
花
游
魚
図
」（
一
六
七
五
年
）
と
の

近
似
が
認
め
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
。
そ
れ
は
惲
寿
平
か
ら
椿
山
へ
の
一
直
線
の
影
響

関
係
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
周
辺
の
作
品
を
含
め
て
、
多
く
の
作
品
を
経
由
し
て

の
影
響
の
表
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
水
墨
没
骨
で
描
か
れ
、
水
面
に
落
ち
た
花
に
集

ま
る
細
身
の
魚
の
群
れ
と
、
淡
彩
没
骨
に
よ
る
水
草
の
描
法
や
色
感
、
取
り
合
わ
せ

方
は
、
基
本
的
に
惲
寿
平
の
魚
楽
図
、
藻
魚
図
と
共
通
す
る
。
特
に
、
掛
け
軸
装
と

い
う
点
で
、
上
海
本
の
惲
寿
平
「
落
花
游
魚
図
」
と
同
形
式
で
あ
る
。

惲
寿
平
画
で
は
、
集
ま
る
魚
の
中
心
に
あ
る
が
ほ
と
ん
ど
目
立
た
な
い
花
弁
が
、

椿
山
の
「
魚
楽
図
」
で
は
、
花
弁
で
は
な
く
紅
で
縁
取
り
さ
れ
た
白
い
花
が
大
き
く

目
立
つ
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
椿
山
画
は
、
惲
寿
平
画
と
は
違
っ
て
画
面

上
部
ま
で
使
っ
て
、
数
多
く
の
小
魚
が
遠
く
か
ら
Ｓ
字
に
列
を
な
し
、
画
面
下
方
の

花
弁
に
集
ま
る
様
を
描
い
て
い
る
。
魚
は
腹
の
部
分
が
白
く
太
く
魚
体
は
短
め
で
、

ど
れ
も
尾
ひ
れ
が
跳
ね
上
が
っ
て
、
中
国
画
の
よ
う
な
ゆ
っ
た
り
し
た
印
象
で
は
な

い
。
そ
れ
は
す
で
に
、
宋
画
と
は
違
う
惲
寿
平
画
に
明
ら
か
な
傾
向
だ
っ
た
が
、
椿
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山
画
で
は
、
さ
ら
に
筆
使
い
を
含
め
て
軽
み
が
増
し
て
い
る
。
ま
た
、
惲
寿
平
画
の

よ
う
な
一
塊
の
魚
と
余
白
を
対
比
さ
せ
る
構
図
で
は
な
く
、
遠
く
か
ら
集
ま
る
多
く

の
魚
を
、
一
面
に
広
が
る
よ
う
に
描
く
。

ま
た
、
泉
屋
博
古
館
所
蔵
の
三
幅
対
の
藻
魚
図
（
図
16
）
は
、
細
長
い
画
面
の
上

半
分
を
浮
き
草
と
水
草
で
埋
め
、
下
方
に
ピ
ン
ク
の
花
び
ら
に
集
ま
る
魚
群
を
描
い

て
い
る
。
そ
の
魚
は
、
さ
ら
に
太
い
腹
を
み
せ
口
先
が
尖
っ
て
、
鮎
の
よ
う
な
印
象

に
近
く
、
中
国
画
の
細
長
い
魚
の
姿
か
ら
は
、
か
な
り
変
化
し
て
い
る
。
日
本
の
画

家
が
実
際
に
目
に
し
た
鮎
な
ど
に
基
づ
い
て
か
ら
な
の
か
、
日
本
に
伝
わ
っ
た
「
惲

寿
平
画
」
が
、
す
で
に
、
椿
山
の
魚
に
近
い
も
の
だ
っ
た
の
か
、
当
時
日
本
に
伝

わ
っ
て
い
た
、「
惲
寿
平
画
」
を
含
め
た
中
国
画
の
ほ
と
ん
ど
の
所
在
が
分
か
ら
な

い
現
状
で
は
、
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
、
椿
山
が
「
惲
寿
平
」
の
画
風
を

伝
え
る
没
骨
画
「
落
花
游
魚
図
」
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
は
、
明
ら
か
と
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
先
に
確
認
し
た
セ
ン
ト
ル
イ
ス
本
「
劉
寀
画
」
と
上
海
本
「
惲
寿
平

画
」
に
共
通
し
て
い
た
落
花
游
魚
部
分
の
魚
群
の
図
様
、
魚
の
姿
と
そ
の
組
み
合
わ

せ
は
、
こ
の
椿
山
の
二
つ
の
游
魚
の
図
様
に
は
見
ら
れ
な
い
（
図
12
・
13
・
15
・
16

右
）。
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
椿
山
の
二
つ
の
「
藻
魚
図
（
魚
楽
図
）」
も
、
魚
群
の
図

様
は
相
互
に
異
な
っ
て
い
る
。
椿
山
は
全
体
と
し
て
、
か
な
り
自
由
に
落
花
に
集
ま

る
遊
魚
の
姿
を
構
成
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

ち
な
み
に
、
三
幅
対
の
う
ち
、
藻
魚
と
対
に
配
さ
れ
て
い
る
游
蝶
図
（
図
16
左
）

も
、
清
末
の
中
国
や
幕
末
の
日
本
で
好
ま
れ
た
画
題
で
あ
り
、
こ
の
作
品
を
含
め
、

空
中
を
舞
う
花
び
ら
と
蝶
を
描
く
作
品
は
目
に
す
る
機
会
が
多
く
、
落
花
游
魚
主
題

と
の
関
連
か
ら
注
目
さ
れ
る
。

六
、
椿
山
の
牡
丹
図
と
惲
寿
平

さ
て
、
最
後
に
、
画
魚
の
主
題
と
は
直
接
関
係
が
な
い
が
、
椿
山
に
見
ら
れ
る
惲

寿
平
の
影
響
を
伝
え
る
作
品
を
、
も
う
一
点
挙
げ
て
お
き
た
い
。

秋
田
市
立
千
秋
美
術
館
の
「
絵
に
な
る
自
然
展
」
に
展
示
さ
れ
て
い
た
椿
椿
山
の

「
花
籠
図
」（
栃
木
県
立
美
術
館
）（
図
17
）
は
、
椿
山
が
繰
り
返
し
描
い
て
い
た
画

題
の
よ
う
で
あ
る
。
図
16
に
挙
げ
た
三
幅
対
の
中
幅
「
玉
堂
富
貴
図
」
も
こ
れ
と
同

図
様
で
あ
る
。「
玉
堂
富
貴
」
は
玉0

蘭
、
海
棠0

に
富
貴

0

0

を
表
す
牡
丹
を
組
み
合
わ
せ

吉
祥
語
を
示
す
吉
祥
図
で
あ
り
、
古
く
は
五
代
南
唐
の
徐
煕
と
さ
れ
る
「
玉
堂
富
貴

図
」
が
台
北
故
宮
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
椿
山
の
図
は
、
そ
れ
を
吊
り
籠
に
活
け
、

さ
ら
に
藤
や
菖
蒲
も
加
え
、
玉
堂
富
貴
の
花
々
を
中
心
に
、
自
然
界
の
ま
ま
で
は
一

図
に
収
め
る
こ
と
が
困
難
な
、
多
種
多
様
な
春
の
花
の
競
艶
を
、
花
籠
に
盛
る
こ
と

で
非
常
に
美
し
く
絵
画
化
し
て
い
る
。

本
来
生
命
あ
る
花
を
描
く
花
鳥
画
に
お
い
て
、
手
折
ら
れ
た
花
を
描
く
折
枝
画

や
、
こ
の
よ
う
に
籠
に
活
け
た
花
籠
図
が
、
す
で
に
南
宋
に
は
描
か
れ
始
め
て
お

り
、
南
宋
の
李
嵩
が
籠
に
盛
っ
た
歳
朝
の
花
々
を
描
い
た
「
花
籠
図
」（
台
北
故

宮
）
な
ど
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
特
に
、
明
末
の
『
十
竹
齋
箋
譜
』
や
、
蘇
州
の
丁
氏

版
画
（
い
わ
ゆ
る
ケ
ン
ペ
ル
版
画
）
な
ど
の
民
間
の
版
画
に
は
、
花
瓶
や
花
籠
に
盛

る
吉
祥
の
花
々
の
図
が
多
く
見
ら
れ
る
。
た
だ
、
中
国
画
で
は
、
こ
の
よ
う
な
吊
り

花
籠
の
図
（「
釣
花
生
け
図
」）
は
あ
ま
り
例
を
見
な
い
。

さ
て
、
秋
田
市
立
千
秋
美
術
館
で
見
た
、
椿
山
の
花
籠
の
図
（
図
17
）
は
、
絹
本

で
あ
る
が
、
基
本
的
に
淡
彩
の
没
骨
技
法
で
丁
寧
に
描
か
れ
て
お
り
、
透
明
感
の
あ

る
彩
色
や
、
牡
丹
の
葉
な
ど
に
見
ら
れ
る
、
単
色
の
緑
で
な
く
様
々
な
色
で
変
化
を

つ
け
る
描
法
も
、
惲
寿
平
の
絹
本
着
色
画
、
例
え
ば
「
花
卉
図
册
」（
上
海
博
物

館
）
に
通
ず
る
技
法
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
図
16
の
泉
屋
博
古
館
の
三
幅
対
の
中
幅
で
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あ
る
「
玉
堂
富
貴
図
」
が
、
没
骨
と
は
い
え
陰
影
を
さ
ら
に
濃
く
付
け
て
、「
南
蘋

画
」
に
近
い
よ
う
な
描
法
を
見
せ
る
の
に
比
べ
て
、
よ
り
惲
寿
平
画
に
近
い
と
感
じ

ら
れ
る
。
こ
の
華
や
か
な
「
花
籠
図
」
の
図
様
は
非
常
に
好
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
、

府
中
市
美
術
館
の
「
百
花
の
絵
展
」
の
図
録
に
は
、
他
の
画
家
の
作
品
も
掲
載
さ
れ

て
い
る11
。
そ
れ
ら
と
、
図
17
の
栃
木
県
立
美
術
館
の
作
品
と
の
違
い
は
、
自
題
有
無

で
あ
り
、
そ
の
字
体
に
も
惲
寿
平
の
軽
や
か
な
書
風
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
（
図

18
・
19
）。
そ
し
て
、
題
詩
を
副
え
る
こ
と
自
体
も
、
明
ら
か
に
文
人
画
と
し
て
の

「
惲
寿
平
」
的
な
作
品
を
意
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
自
題
七
言
詩
と
款
記
に
は
、

「
か
つ
て
は
牡
丹
だ
け
が
富
貴
と
称
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
今
は
平
凡
な
花

が
豪
華
さ
を
（
も
っ
ぱ
ら
牡
丹
に
）
譲
り
、
洛
陽
の
人
々
は
三
月
に
な
る
と
狂
酊
の

如
く
、
日
々
姚
家
と
魏
家
（
の
牡
丹
）
に
酔
う
。
徐
崇
嗣
の
設
色
法
を
撫
し
、
並
び

に
趙
孟
頫
（
承
旨
は
趙
孟
頫
の
中
年
期
の
官
名
）
の
題
詩
を
録
す
」11

と
い
う
。

こ
こ
に
い
う
姚
家
と
魏
家
は
、
い
ず
れ
も
牡
丹
で
名
高
い
洛
陽
の
家
、
牡
丹
の
異

名
を
「
姚
黄
魏
紫
」
な
ど
と
い
う
。
そ
し
て
、
牡
丹
を
「
徐
崇
嗣
の
設
色
法
」
で
描

く
と
い
う
の
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
正
統
派
に
連
な
る
文
人
で
あ
っ
た
惲
寿
平

が
、
牡
丹
図
の
典
故
と
し
て
常
に
挙
げ
て
い
る
の
が
、
五
代
南
唐
の
徐
煕
や
そ
の
子

徐
崇
嗣
で
あ
っ
た
。
北
京
故
宮
の
一
六
七
五
年
の
『
花
鳥
図
册
』
中
の
牡
丹
図
に

も
、
自
題
詩
を
書
し
て
「
二
種
牡
丹
用
北
宋
徐
崇
嗣
法
」
と
記
し
て
い
る
。
椿
山

の
、
こ
の
栃
木
県
美
の
「
花
籠
図
」
の
題
識
は
、
そ
の
よ
う
な
惲
寿
平
の
牡
丹
図
の

題
識
を
参
照
し
、
体
裁
を
整
え
た
こ
と
が
、
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、
椿
山
画
の
題
詩
は
、
椿
山
の
自
作
で
は
な
く
趙
承
旨
（
趙
孟
頫
）
の
詩
を

録
す
と
い
う
。
だ
が
、
こ
の
詩
は
趙
孟
頫
の
詩
で
は
な
く
、
明
代
初
期
の
無
錫
の
読

書
人
、
銭
子
正
が
牡
丹
を
読
ん
だ
詩
で
、
銭
氏
一
族
三
名
の
詩
集
『
三
華
集
』
巻
一

所
録
の
『
緑
苔
集
』
一
に
載
る
詩
と
一
字
を
除
き
同
じ
で
あ
る11
。
そ
れ
ほ
ど
通
行
し

た
詩
集
と
は
思
え
ず
、
椿
山
が
目
に
し
た
中
国
画
に
趙
孟
頫
の
詩
と
し
て
題
さ
れ
て

い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
日
本
に
舶
載
さ

れ
た
書
籍
や
絵
画
に
つ
い
て
の
調
査
の
進
展
や
関
連
資
料
の
出
現
を
俟
つ
し
か
な
い
。

以
上
、
落
花
游
魚
図
を
め
ぐ
る
中
国
で
の
図
様
の
継
承
を
追
っ
た
。
ま
た
、
そ
こ

か
ら
派
生
し
た
日
本
の
画
家
の
作
品
に
見
ら
れ
る
「
惲
寿
平
画
」
の
影
響
に
つ
い

て
、
気
づ
い
た
こ
と
を
書
き
留
め
、
今
後
の
検
討
の
手
が
か
り
と
し
て
示
し
た
。
ま

だ
多
く
の
問
題
が
未
解
決
な
ま
ま
で
あ
る
が
、
個
人
的
に
は
、
今
は
失
わ
れ
た
、
当

時
日
本
に
伝
わ
っ
た
中
国
画
と
い
う
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
グ
を
探
る
た
め
の
、
何
ら
か

の
糸
口
に
な
れ
ば
と
思
い
、
ま
と
ま
ら
な
い
ま
ま
備
忘
と
し
て
記
す
こ
と
と
す
る
。

注１ 　
『
秘
殿
珠
林
・
石
渠
宝
笈
』（
下
）、
国
立
故
宮
博
物
院
印
行
、
一
九
七
一
年
、
九
六

〇
頁
。

２ 　

文
臣
劉
寀
、
字
宏
道
。
少
時
流
寓
都
下
、
狂
逸
不
事
事
、
放
意
詩
酒
間
、
亦
能
為
長

短
句
、
與
貴
游
少
年
相
從
無
虚
日
。
善
画
魚
、
深
得
戯
広
浮
深
、
相
忘
於
江
湖
之
意
。

葢
画
魚
者
、
鬐
鬛
鱗
刺
分
明
、
則
非
水
中
魚
矣
、
安
得
有
涵
泳
自
然
之
態
。
若
在
水

中
、
則
無
由
顕
露
。
寀
之
作
魚
、
有
得
於
此
。
他
人
作
魚
、
皆
出
水
之
鱗
、
葢
不
足
貴

也
（
下
線
は
注
２
該
当
部
分
）。
由
是
専
門
、
頗
為
士
人
所
推
誉
、
漂
泊
不
得
志
、
曳

裾
侯
門
。
一
夕
大
雪
擁
九
衢
、
闔
户
不
出
、
平
時
過
従
謂
、
寀
旧
雪
来
、
今
雪
不
来
。

後
数
日
友
生
候
之
、
意
其
僵
仆
矣
、
因
大
叫
。
出
戸
謂
友
生
曰
、
我
阻
雪
不
死
、
與
若

曹
罷
酒
、
不
出
許
時
、
擁
褐
壊
屋
下
無
所
為
、
得
封
事
一
通
、
可
献
天
子
、
或
有
遇

合
、
自
此
遂
吐
胸
中
霓
矣
。
同
輩
皆
笑
之
、
俄
而
上
所
陳
事
、
神
考
（
神
考
は
神
宗
皇

帝
を
指
す
）
嘉
歎
而
官
之
。
後
歴
任
州
県
、
今
為
朝
奉
郎
。
今
御
府
所
藏
三
十
、
…

『
宣
和
画
譜
』
巻
九
「
文
臣
劉
寀
」
の
條
（『
画
史
叢
書
』
本
）

３ 　
『
石
渠
宝
笈
・
続
編
』「
名
賢
妙
蹟
」
一
册
の
な
か
に
「
箋
標　

劉
寀
春
溪
魚
藻
、
水
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墨
画
蘋
藻
中
魚
鰕
各
一
、
有
姚
綬
題
『
唐
諸
家
無
絵
魚
者
、
惟
宋
劉
寀
、
始
擅
其
能
、

幾
於
破
天
荒
矣
、
画
家
不
独
人
有
神
、
即
物
亦
有
神
。
観
其
草
草
挙
筆
、
而
一
種
遊
泳

自
得
之
趣
。
宛
然
若
生
、
技
進
乎
道
者
也
、
此
蹟
為
完
庵
先
生
所
得
、
命
識
其
所
自
如

此
。
姚
綬
題
。』」

４ 　

米
芾
『
画
史
』「
滕
昌
祐
・
辺
鸞
・
徐
煕
・
徐
崇
嗣
・
花
皆
如
生
。
黄
筌
惟
蓮
差
勝
、

余
雖
富
艶
皆
俗
。
…
」「
黄
筌
画
不
足
収
、
易
模
、
徐
煕
不
可
模
。
…
」（『
中
国
書
画

全
書
』
第
一
册　

上
海
書
画
出
版
社　

一
九
九
三
年
、
九
七
九
―
八
〇
・
九
八
四
頁
）

読
点
は
筆
者
が
適
宜
改
め
た
。

５ 　
『
宣
和
画
譜
』
巻
九　

龍
魚
叙
「
詩
之
魚
藻
、
有
所
謂
頒
其
首
、
萃
其
浦
、
以
言
其

游
深
泳
広
、
相
忘
江
湖
、
以
比
夫
難
致
之
賢
者
。
…
」（『
画
史
叢
書
』
本
）

６ 　
『
荘
子
』
外
篇
・
秋
水
「
荘
子
與
恵
子
逰
於
濠
梁
之
上
。
荘
子
曰
鯈
魚
出
游
從
容
是

魚
楽
。
恵
子
曰
子
非
魚
、
安
知
魚
之
楽
。
荘
子
曰
子
非
我
、
安
知
我
不
知
魚
之
楽
。
恵

子
曰
我
非
子
、
固
不
知
子
矣
。
子
固
非
魚
也
子
之
不
知
魚
之
楽
全
矣
。
荘
子
曰
請
循
其

本
、
子
曰
女
安
知
魚
楽
云
者
、
既
已
知
吾
知
之
而
問
我
。
我
知
之
濠
上
也
。」

７ 　
『
書
画
題
跋
記
』（
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
）
で
は
三
月
六
日
と
す
る
が
、
他
本
は
二
月

六
日
。

８ 　

湯

『
古
今
画
鑒
』（『
中
国
書
画
全
書
』
第
二
册　

八
九
七
頁
）「
五
代
袁
義
、
宋
徐

白
善
画
魚
。
及
観
其
迹
不
過
刀
几
間
物
耳
。
使
人
徒
起
羮
膾
之
興
、
独
文
臣
劉
寀
画
、

水
中
魚
風
萍
水
荇
、
観
之
活
動
至
于
鱗
尾
性
情
、
遊
潜
迴
泳
、
皆
得
其
妙
、
平
生
嘗
観

其
画
、
近
見
落
花
游
魚
図
、
紅
桃
一
枝
飛
花
数
片
、
一
赤
鯉
漾
軽
波
吹
落
英
、
深
得
詩

人
之
意
。」

９ 　
「
菰
葉
翠
相
結
、
藻
影
青
可
憐
、
條
鰷
魚
游
其
間
、
願
得
恵
子
兮
、
従
我
于
濠
上
之

観
兮
。
乙
卯
、
余
客
湖
濱
、
緑
堤
花
岸
、
蒲
灘
荻
港
、
于
此
連
戯
作
斯
図
、
略
得
宋
人

劉
寀
遺
法
。
青
蓑
釣
隠　

惲
寿
平
」。

10 　

竹
田
の
没
骨
彩
色
の
こ
の
牡
丹
図
は
、
厳
密
に
言
う
と
、
花
は
、
写
意
花
卉
図
の
創

始
者
で
、
筆
跡
を
そ
の
ま
ま
描
写
に
用
い
る
明
の
陳
淳
の
画
法
に
近
い
と
感
じ
ら
れ
る

が
、
葉
や
茎
の
描
法
に
み
ら
れ
る
、
輪
郭
を
よ
り
明
確
に
意
識
し
様
々
な
色
を
加
え
た

画
法
は
惲
寿
平
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

11 　

展
覧
会
を
企
画
し
た
秋
田
千
秋
市
立
美
術
館
の
村
田
梨
沙
氏
か
ら
、
会
場
で
、
泉
屋

博
古
館
の
三
幅
対
の
存
在
を
伺
っ
た
が
、
そ
の
後
、
同
氏
か
ら
、
平
成
一
七
年
に
府
中

市
美
術
館
で
行
わ
れ
た
『
百
花
の
絵
―
館
蔵
の
江
戸
時
代
絵
画
と
関
連
の
優
品
』
展
の

図
録
（
金
子
信
久
・
大
久
保
玲
子
企
画
構
成
）
所
載
の
泉
屋
博
古
館
蔵
の
椿
椿
山
「
玉

堂
富
貴
・
蝶
・
藻
魚
図
」
三
幅
対　

天
保
一
一
年
（
一
八
四
〇
）
の
画
像
や
、
他
の
玉

堂
富
貴
の
画
像
も
送
付
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
ま
た
、
落

花
游
魚
図
に
つ
い
て
、
同
僚
の
仲
町
啓
子
氏
か
ら
、
日
本
の
江
戸
時
代
の
作
品
を
何
点

か
見
た
こ
と
を
口
頭
で
教
示
い
た
だ
い
た
。
今
回
は
、
日
本
の
南
画
の
「
落
花
游
魚

図
」
の
一
部
を
知
り
得
た
だ
け
で
、
他
の
作
例
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
は
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。

12 　

注
11
所
掲
『
百
花
の
絵
』
図
録
に
よ
れ
ば
、
こ
の
釣
り
花
籠
図
は
、
司
馬
江
漢
の
図

に
基
づ
く
と
い
う
。
同
図
録
に
掲
載
さ
れ
た
江
漢
の
図
を
見
る
と
、
彩
色
も
鮮
や
か
で

濃
く
、
赤
い
紐
飾
り
を
花
籠
に
飾
っ
た
、
よ
り
装
飾
的
な
表
現
で
あ
っ
た
。
な
お
、
最

近
奈
良
博
で
行
わ
れ
た
「
名
画
殿
堂　

藤
田
美
術
館
展
―
傳
三
郎
の
眼
差
し
―
」
展

（
二
〇
二
一
年
一
二
月
〜
二
二
年
一
月
）
に
展
示
さ
れ
て
い
た
（
伝
）
狩
野
安
信
「
花

籠
図
」
扇
面
（
同
展
図
録
39
）
は
、
牡
丹
と
藤
を
中
心
と
し
赤
い
紐
飾
り
を
付
け
た
花

籠
の
図
で
、
こ
れ
ら
の
作
例
と
の
関
連
性
が
窺
え
興
味
深
い
。
さ
ら
に
、
同
展
に
展
示

さ
れ
て
い
た
（
伝
）
狩
野
元
信
の
大
幅
の
「
芦
鱸
藻
鯉
図
」
対
幅
（
同
図
録
34
）
は
、

中
世
日
本
へ
の
中
国
の
藻
魚
図
の
伝
播
を
考
え
る
上
で
、
今
後
考
察
す
べ
き
非
常
に
重

要
な
作
例
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
回
は
取
り
上
げ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

13 　

不
独
昔
年
称
富
貴
、
只
今
凡
卉
譲
豪
華
、
洛
人
三
月
如
狂
客
、
日
酔
姚
家
與
魏
家
。

撫
徐
崇
嗣
設
色
法
並
録
趙
承
旨
題
詩　

椿
山
弼

14 　
「
牡
丹
、
聞
道
開
元
始
見
誇
、
當
時
紅
紫
總
輸
他
、
郭
駞
解
栽
数
十
種
、
野
鹿
曽
啣

第
一
花
」（
牡
丹
は
、
開
元
年
間
に
始
め
て
誇
ら
れ
る
も
の
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
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当
時
紅
や
紫
の
花
は
総
て
そ
れ
に
負
け
て
し
ま
っ
た
。
郭
駝
解
が
数
十
種
を
栽
え
た

が
、
野
生
鹿
が
第
一
の
花
を
食
べ
て
し
ま
っ
た
）
と
前
書
き
が
あ
り
こ
の
七
言
詩
「
不

独
昔
年
称
富
貴
、
只
今
凡
卉
譲
豪
華
、
洛
人
三
月
如
狂
客
、
日
醉
姚
家
與
魏
家
」
が
記

さ
れ
て
い
る
。（
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
『
緑
苔
集
』）。
但
し
、
椿
山
の
題
で
は
「
狂
客
」

を
「
狂
酊
」
と
す
る
。

【
図
版
使
用
作
品
デ
ー
タ
及
び
出
典
一
覧
】

図
１
・
２
・
３
・
４
・
12 　

北
宋
劉
寀
「
落
花
游
魚
図
巻
」
絹
本
墨
画
着
色　

二
六
・

四
×
二
五
五
・
三
㎝　

セ
ン
ト
ル
イ
ス
美
術
館

　
　

出
典 

：Saint Louis M
useum

 of A
rt: C

ollection. 

“Fish Sw
im

m
ing am

id Falling 

Flow
ers

”　https://w
w

w.slam
.org/collection/objects/32476/　

（
２
０
２
１
年

10
月
20
日
）

図
５ 　

宋　

范
安
仁　
「
藻
魚
図
巻
」　

絹
本
墨
画
着
色　

二
五
・
五
×
九
六
・
五
㎝　

国

立
故
宮
博
物
院
（
台
北
）

　
　

出
典 

：Sung, H
ou M

ei, D
ecoded M

essages: The Sym
bolic Language of Chinese 

Anim
al Painting, 2009, p.213

図
６ 　

南
宋　

趙
克
瓊
「
魚
楽
図
」
册
頁　

絹
本
墨
画
淡
彩　

二
二
・
五
×
二
五
・
一
㎝

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

　
　

出
典 

：Sung, p.212

図
７　

明　

羅
謙
「
藻
魚
図
」
双
幅　

絹
本
墨
画
着
色　

高
野
山
金
剛
三
昧
院

　
　

出
典 

：
戸
田
禎
佑
・
小
川
裕
充
編
『
中
国
の
花
鳥
画
と
日
本
』（
花
鳥
画
の
世
界　

10
）
学
習
研
究
社　

一
九
八
三
年

図
８ 　

元
（
伝
）
頼
庵
「
藻
魚
図
」
絹
本
墨
画　

七
〇
・
五
×
四
五
・
一
㎝　

ネ
ル
ソ

ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館

　
　

出
典
：Sung, p.227

図
９
・
13
・
14
・
18 　

清　

惲
寿
平
「
落
花
游
魚
図
」
紙
本
墨
画
淡
彩　

六
六
×
三
〇
㎝　

上
海
博
物
館

　
　

出
典 

：
中
野
徹
・
西
上
実
編
『
世
界
美
術
大
全
集
東
洋
編　

９　

清
』　

七
七
頁　

小
学
館　

一
九
九
八
年

図
10 　

清　

惲
寿
平
「
倣
范
安
仁
藻
魚
図
」『
花
卉
図
册
』
よ
り　

紙
本
墨
画
淡
彩　

二

四
×
四
〇
㎝　

一
六
八
七
年　

故
宮
博
物
院
（
北
京
）

　
　

出
典 

：
蕭
燕
翼
主
編
『
四
王
呉
惲
絵
画
』（
故
宮
博
物
院
蔵
文
物
珍
品
全
集　

12
）

香
港
・
商
務
印
書
館
一
九
九
六
年
、
二
七
一
頁

図
11 　

清　

惲
寿
平
「
藻
魚
図
」『
雑
画
册
』
よ
り　

紙
本
墨
画　

二
〇
・
二
×
四
二
㎝　

故
宮
博
物
院
（
北
京
）

　
　

出
典
：
図
10
、
蕭
、
二
八
四
頁

図
15 　

江
戸
時
代　

椿
椿
山
「
魚
楽
図
」
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）　

紙
本
墨
画
淡
彩　

七

〇
・
七
×
三
三
・
九
㎝　
　

上
野
記
念
館

　
　

出
典 

：
秋
田
市
立
千
秋
美
術
館
（
村
田
梨
沙
他
）
編
『
絵
に
な
る
自
然
〜
生
き
と

し
生
け
る
も
の
へ
の
賛
歌
』
展
図
録　

秋
田
市
立
千
秋
美
術
館　

二
〇
二
一

年
、
五
六
頁

図
６ 　

江
戸
時
代　

椿
椿
山
「
玉
堂
富
貴
・
遊
蝶
・
藻
魚
図
」
三
幅
対　

絹
本
着
色

　

中
幅
一
三
七
・
〇
×
五
九
・
二
㎝　

左
右
幅
各
一
三
七
・
〇
×
三
四
・
六
㎝　

天

保
一
一
年
（
一
八
四
〇
）　

泉
屋
博
古
館

　
　

出
典 

：
金
子
信
久
・
大
久
保
玲
子
企
画
構
成
『
百
花
の
絵
―
館
蔵
の
江
戸
時
代
絵

画
と
関
連
の
優
品
』
展
図
録　

府
中
市
美
術
館　

二
〇
〇
五
年　

一
八
頁

図
７ 　

江
戸
時
代　

椿
椿
山
「
花
籠
図
」
絹
本
着
色　

一
三
七
・
九
×
六
九
・
二
㎝　

栃

木
県
立
美
術
館

　
　

出
典
：
図
15　

秋
田
市
立
千
秋
美
術
館
、
二
一
頁
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図１　劉寀「落花遊魚図巻」（上）引首部分
　　　（下）全図セントルイス美術館
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図２　（図１部分）　「落花遊魚図巻」部分　セントルイス美術館（図１部分）

図３　�（図１部分）　「落花湯漁図巻」部分　�
セントルイス美術館

図４　�（図１部分）　「落花遊魚図巻」部分　
セントルイス美術館

図５　伝范安仁「藻魚図巻」部分　国立故宮博物院（台北）

図６　趙克瓊「藻魚図」册頁　　
　　　メトロポリタン美術館　
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図８　元　伝頼庵「藻魚図」
　　　ネルソン・アトキンズ美術館

図７　明　蘿謙「藻魚図」双幅　高野山金剛三昧院

図10　惲寿平「倣范安仁藻魚図」故宮博物院（北京）

図11　惲寿平「藻魚図」故宮博物院（北京）
図９　�清　惲寿平「落花遊魚図」1675年
　　　上海博物館
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図12　（図１部分）　劉寀「落花遊魚図巻」部分　セントルイス美術館

図13　�（図９部分）　惲寿平「落花遊魚図」部分　�
上海博物館（図12の右側の魚群と近似）

図14　�（図９部分）　惲寿平「落花遊魚図」
部分（図12の左側の魚と近似）図15　椿椿山「魚楽図」　1836年　上野記念館　
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図16　椿椿山
　　　「玉堂富貴・遊蝶・藻魚図」三幅対　
　　　泉屋博古館

図19　�（図９部分）　惲寿平
「藻魚図」自題

図18　�（図17部分）　椿椿山
「玉堂富貴図」自識

図17　椿椿山「玉堂富貴図」
　　 　栃木県立美術館




